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　2008年の医療安全管理部の活動内容は，名寄市
立総合病院医療安全指針の更新内容としては，「診
療部に化学療法マニュアル」，「職員への暴力・暴
言対応マニュアル」，「向精神薬・毒薬・麻薬の取
り扱いについて」を追加した．化学療法と院内暴
力のマニュアルを作成し，勉強会を開催しました．
作成したマニュアルの浸透を目指したものでした
が，あまり効果は出ていません．
　院内研修は21回10種類実施しました．参加率
ではまだまだではあるが，今年は化学療法の勉強
会のように，当院の職員を講師として研修会を開
催しましたが，良い評価をいただきました．
手術または侵襲のある検査に必要な，説明と同意
書の入院記録への添付に関して，2008年9月から
1ヶ月間の全手術・検査を集計した結果，9月の
添付率は72％，10月は86％，11月は71％とむ
らがあります．添付率を上げるために，その中か
ら3種類を複写式の印刷物とする提案をさせてい
ただきました．診療報酬上も，病院機能評価受審
に際しても必要な事項ですが，第1に患者さんへ
の説明義務を十分に果たし，信頼関係を築くため
に重要です．添付率90％となったら調査は終了し
たいと考えています，
　感染に関しては，3年連続でノロウイルスのア
ウトブレイクが発生しました．感染防止の重要性
について，1！月頃には研修等での注意喚起と，具
体的な感染防止方法についての周知が重要である．
2009年は感染認定看護師の力を借りて徹底して
実施していきたいと思っています．
　2008年のアクシデントはレベル3bが3件，
レベル4aが3件でした．セーフプロデュウサーを
導入したことにより1063件の報告がありました．
4月からの導入ではあるが，報告がやや延びてい
る．診療部が全体の3％で，報告率はまだまだ低
い状況です．今年は死亡にいたる報告が無く，昨
年までレベル5としていた「死因不明の死亡に関
して検証を行い，内容を明らかにする事により，
事故扱いとしない」と委員会決定した事から，今
年はレベル5が0件となります．転倒によるアク
シデントが4件あり，自力歩行での転倒により，大
腿骨頚部骨折や硬膜下」血腫がありました．適切な
対応がされていて，無事退院されています．当院
のデーターとしてはレベル4・5のものが2006
年は0．7％で，2007年は1．1％と増加している．
2008年は0．3％となった．
　2009年は4件の事例に対して，対応を行なった．
いずれも説明にてご理解が得られました．2年前
の事例に関しても一応の決着を見ました．いずれ
もコミュニケーションの不足であり，以前からの
不満が一つのことをきっかけに大きな声となって
いました．普段の対応が如何に重要かを痛切に感
じています．
　2009年の目標として巡回の充実を図り，今まで
立てた対策の浸透を図る．対策がお題目となって
いて，実施することにより防止に繋がっていない
場合がある．浸透を図るとともに，各部会での活
動を活発化させ，自分達で対策を立て実施するこ
とにより，評価を行なうことが有効である．本年
は病院機能評価もあり，安全部門では多くの体制
作りが必要となる．早い時期からの対応が必要と
なる．
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